
「世界エイズデーin Yokohama 2018」が開催されます！ 
    

世界エイズデーに向けた普及啓発街頭キャンペーンを行います。 

手作りレッドリボンコーナーや参加賞つきクイズラリーに参加しよう！ 

ＨＩＶ・エイズの資料やキルトの展示もあります。入場無料 

 日時 : 2018年 11月 17日 （土） 11:00～16:30 

 会場 : 新都市プラザ<そごう横浜地下 2階正面入口前>   

 

主  催 : 横浜 AIDS市民活動センター 

参加団体 : 認定 NPO法人 AIDSネットワーク横浜、特定非営利活動法人 SHIP、 

アジアの女性と子どもネットワーク、一般社団法人神奈川県臨床検査技師会 STI予防啓発委員会、 

公益財団法人横浜 YMCA 

       
 

公益財団法人横浜 YMCA 

  

 

 

 

 

 

◆2017年エイズ発生動向 年間報告（確定値） 

 

 

厚生労働省エイズ動向委員会が 2018 年 8 月 27 日に発表した報告によると、2017 年の 

新規 HIV 感染者報告数は 976 件、新規エイズ患者報告数は 413 件、計 1,389 件（過去 11 位） 

でした。感染経路・年齢の動向は以下のとおり。 

・新規 HIV 感染者：同性間性的接触によるものが 709 件（全 HIV 感染者報告数の約 73％）、 

異性間が 149 件（同 約 15％）。特に 20～40 代が多い。 

・新規エイズ患者：同性間性的接触によるものが 226 件（全エイズ患者報告数の約 55％）、 

異性間が 99 件（同 約 24％）。特に 30 歳以上が多く、50 歳以上が約 29％を占めている。 
 

2017 年は、新規 HIV 感染者報告数及び新規エイズ患者報告数は 2016 年より減少し、1.400人

を下回った。感染経路として、性的接触によるものがおよそ 8 割を占めた。（第１５１回エイズ動向委員会、委員長コメントより） 

適切な予防をし、HIV 感染の可能性があれば検査を受けることが大切です。 

詳しくはエイズ予防情報ネットへ→ http://api-net.jfap.or.jp/status/ 

 

検査日/結果日 受付時間 会場 検査項目（定員） 予約 最寄駅 予約・問い合わせ

電話番号 

11 月 21 日（水） 

/11 月 28 日（水） 
9:30～10:00 神奈川福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（5 人） 
要 

JR線 東神奈川駅 

東横線 反町駅 

京急線仲木戸駅 

045-411-7138 

11 月 28 日（水） 

/12 月 5 日（水） 
9:30～10:00 神奈川福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（5 人） 
要 

JR線 東神奈川駅 

東横線 反町駅 

京急線仲木戸駅 

045-411-7138 

12 月 3 日（月） 

/12 月 10 日（月） 
9:00～9:30 青葉福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（5 人） 
要 田園都市線 市が尾駅 045-978-2438 

12 月 4 日（火） 

/12 月 11 日（火） 
10:00～10:45 磯子福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（3 人） 
要 JR線 磯子駅 045-750-2445 

12 月 4 日（火） 

/12 月 11 日（火） 
10:00～14:00 金沢福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（20 人） 
不要 

京急線 金沢文庫駅 

京急線・シーサイドライン 

金沢八景駅 

045-788-7840 

12 月 5 日（水） 

/12 月 12 日（水） 
9:00～10:00 栄福祉保健センター HIV・梅毒（4 人） 要 JR線 本郷台駅 045-894-6964 

12 月 5 日（水） 

/12 月 12 日（水） 
9:30～10:00 神奈川福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（5 人） 
要 

JR線 東神奈川駅 

東横線 反町駅 

京急線仲木戸駅 

045-411-7138 

12 月 10 日（月） 

/12 月 17 日（月） 
9:00～9:30 青葉福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（5 人） 
要 田園都市線 市が尾駅 045-978-2438 

12 月 12 日（水） 

/12 月 19 日（水） 
9:00～10:00 栄福祉保健センター HIV・梅毒（4 人） 要 JR線 本郷台駅 045-894-6964 

12 月 12 日（水） 

/12 月 19 日（水） 
9:30～10:00 神奈川福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（5 人） 
要 

JR線 東神奈川駅 

東横線 反町駅 

京急線仲木戸駅 

045-411-7138 

12 月 13 日（木） 

/12 月 20 日（木） 
18:00～19:30 横浜AIDS市民活動センター HIV・梅毒・男性の日

（ご本人が認識している

性別）（定員なし） 

無 
JR線 関内駅 

市営地下鉄 関内駅 
045-671-2729 

（横浜市健康福祉局

健康安全課） 

12 月 17 日（月） 

/12 月 25 日（火） 
9:00～9:30 青葉福祉保健センター HIV・梅毒･B 型肝炎・

C型肝炎（5 人） 
要 田園都市線 市が尾駅 045-978-2438 

2019 年 

1 月 10 日（木） 

/1 月 17 日（木） 

18:00～19:30 横浜AIDS市民活動センター HIV・梅毒・女性の日
（ご本人が認識している

性別）（定員なし） 

無 
JR線 関内駅 

市営地下鉄 関内駅 
045-671-2729 

（横浜市健康福祉局

健康安全課） 

 

☆☆ 休館のお知らせ ☆☆ 

休館 

  ・臨時休館 ： 2018年 11月 17日（土）世界エイズデー in Yokohama 2018開催のため 

・冬季休館 ： 2018年 12月 28日（金）～2019年 1月 4日（金） 
※2019年 1月 1日（火）は横浜市夜間検査も休みとなります。 

 

開館時間短縮  2018年 12月 13日（木） 

                 12月 20日（木） 

          2019年 1月 10日（木） 

                1月 17日（木） 
※12月 11日（火）及び 1月 8日（火）は検査がありません。検査結果返却は行います。 

 

  

横浜 AIDS市民活動センター ニュースレター 第 154号 （3150部 2018年 11月 5日発行） 

Niti  

12月 1日は 世界中で 

世界エイズデー！ 
 

URL  https://yaaic.gr.jp/ 

 

発行：横浜 AIDS市民活動センター 
公益財団法人横浜ＹＭＣＡが横浜市から事業

を受託しています。 
 

〒231-0015横浜市中区尾上町 3丁目 39番

地尾上町ビル 9Ｆ ／TEL：045-650-5421 

FAX：045-650-5422／E-mail：info@yaaic.gr.jp 

平日：13：00～20：00／土・祝：10：00～17：00 

休館：日／火 

監修：横浜市健康福祉局健康安全課 

特集 ＵＰＤＡＴＥ！エイズ治療のこと・エイズ検査のこと 

 

HIV・エイズ、性感染症の正しい知識・最新情報をわかりやすく解説！ 

★センターからのお知らせ★ 

 

◆横浜市は HIV（エイズ）の臨時検査を行います。 

 

●検査はすべて無料・匿名（名前はいう必要がありません）です。 

●検査結果は直接ご本人にお知らせします。電話・郵送ではお知らせしません。 

●匿名検査のため証明書は発行できません。 

●検査の詳細および予約につきましては、各会場へお問い合わせください。 

●お問い合わせ・ご予約は次の時間にお願いします。月～金 8：45～12：00、13：00～17：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※2016年 11月 29日（火）、2017年 1月 17日（火）の横浜市夜間検査（横浜AIDS市民活動センター会

場）は臨時検査実施の関係でお休みとなります。ご注意ください。 

 

世界エイズデー（World AIDS Day：12 月 1 日）は、世界中でエイズのまん延防止と患者・感染

者に対する差別・偏見をなくすことを目的に,WHO（世界保健機関）が 1988 年に制定しました。

毎年 12 月 1 日前後に、世界各国でエイズに関する啓発活動が行われます。 

 

 

 

 

 

13:00～17:00 開館 臨時検査のため 



小学校の教科書からのっているんだね！ 

学年にあわせて、〈エイズのイメージ〉ではな

く、〈正しい知識〉を身につけてほしい！！ 
 

 

 

 

不安があったら、電話相談窓口を

思い出してね！そして 検査を・・・ 

 

横浜には「横浜市夜間休日エイズ電話相談」が

あります。ここでは HIV・エイズを含む性感染症

の質問や相談がとく名（名前を言わなくて大丈

夫です。プライバシーは保護されます）でできま

す。相談する人の年齢の制限もありませんよ。  

 

【水】 18 時～21 時  【土】 15 時～18 時 

TEL 045-201-8806 

全国のエイズ検査会場・相談窓口を検索するなら 

◆HIV検査・相談マップ◆ 

URL https://www.hivkensa.com/ 

・・気になったら、まずは相談してね！・・ 

 

 

 

 

リボン運動を知ってるかな？ 

リボンを身につけたり、表示したりすることで、ある問題に 

関心、理解、支援をしていることを表す活動のことです。 

リボンの色によって、伝えたいメッセージは違います。 

「レッドリボン」は、ＨＩＶ・エイズと共に生きる人たちへの理解と支援のシンボル

です。1980年代の終わりごろから、アメリカでエイズによって亡くなったアーテ

ィストの仲間をしのび、はじまりました。今では世界中に広がっています。 

他の色では     オレンジリボンは子どもへの虐待防止のシンボル 

ピンクリボンは乳がんの啓発,支援のシンボル 

パープルリボンは女性への暴力根絶のシンボル 

 

 

 

 

2018 年度「世界エイズデー」キャンペーンテーマ

 

小学校 5・6 年保健の教科書 

HIV（ヒト免疫不全ウイルス）の拡大写真

がのっていて、エイズの起こり方がイラス

トを使ってわかりやすく説明してあります。

まだ完全な治療方法はないが、薬で症状

が抑えられること、体の中の抵抗力に大

きな役割がある、と書いてあります。     
参考図書：新・みんなの保健 5・6 年 学研   発行：平成 28 年 1 月 20 日 

 

 

 

 

 

 

中学保健体育の教科書 

性感染症とエイズの症状、特徴、治療がのって

います。HIV の感染経路は、性的接触・母子感

染・血液からの３つ。年齢層は 20 代から 40 代

が多く、エイズは感染後、数カ月から 10 年ほど

で発病。インフルエンザのようにすぐに発病しな

い。そして HIV 感染とエイズは日本だけでなく世

界の問題、と書いてあります。 

                                 参考図書：新中学保健体育 学研   発行：平成 28 年 1 月 20

日 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

高校保健体育の教科書 

感染を発見するには HIV抗体検査（血液中の HIV抗体の有

無）しかないこと、全国の保健所では HIV抗体検査とエイズの

相談を無料・匿名で行っていること、エイズの早期発見と専門

的な治療が必要、と書いてあります。 

コンドームを正しく使うことで、粘膜が直接触れることを避け、 

感染防止することが重要だということがわかります。 

感染を防ぐために大切なことですね。 

HIV・エイズが他の感染症と大きく異なるのは、「相手がいる関

係の中で感染する」ということです！  

参考図書：現代高等保健体育 大商館書店   発行：平成 28 年 4 月 1 日 

 

 

 

 

 

 

 

今、わたしたちにできることってなんだろう？

う？？ 

今、わたしたちができることってなんだろう？ 

 

 

昨年世界エイズデーの時期に、ツイッタ

ーの〈＃WorldAIDSDay〉には、多くのメッ

セージや、シンボルマークの赤いリボン

を身につけた写真などの投稿がありまし

た。 

世界中で、HIV・エイズの正しい知識を

広める活動とともに、亡くなった人々を

想う気持ちを大事にしたいです。                       

               コムちゃんより 

 

 

 

 
みなさんも 

レッドリボン

をつけて 

みてね♪ 

 

『 ひとりじゃない 

自分の心とからだを大切にするって？ 』 
大学の 6年間で 300もの講演をした産婦人科医の遠

見才希子さんの本です。自分の経験から「一緒に考え

よう」と寄りそってくれます。   発行：ディスカバー 

 

 

 

 

『 神様がくれた HIV 増補新装版 』 
2000年に『神様がくれた HIV』が刊行され、10年後

に改訂版がでました。著者が HIV と向きあう中で、

日常の暮らしや想いを伝えています。 

 発行：紀伊國屋書店 

 

 

 
 

HIV陽性者の地域別状況 

〈参照：UNAIDS2016 ファクトシート〉 
アジア太平洋 510 万人 

東部、南アフリカ 1940 万人 

西部、中央アフリカ 610 万人 

中東、北アフリカ 23 万人 

カリブ海沿岸 31 万人 

ラテンアメリカ 180 万人 

東欧、中央アジア 160 万人 

西欧、中欧、北アメリカ 210 万人 

 


